自らの意志を表す動詞「やる」 ―日本語母語話者の談話における使われ方と学習者が学ぶべき用法― by 渡辺 園子 & Sonoko Watanabe




The Verb “YARU” which Represents One‘s Own Volition 


























喜び勇んで使命の道を！      （「わが友に贈る」『聖教新聞』2019.11.13） 
 
これは、創価大学創立者でもある池田大作の箴言であり、私的なものではない。この「やる」は俗
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108)の「発語内の力 (illocutionary force)5」と言えるのではないだろうか。 
Austin(1962:150-160)は、いくつかの遂行動詞(performative verb)を分類している。「やる」をこ






















5 坂本百大邦訳(1978)、引用ページは原文。  
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6 〈遂行〉の命題内容条件 ①述語が遂行動詞であること ②主語が第 1 人称動作主格であること ③非過去時
制接辞-ruを接続すること ④モダリティ付加辞を接続しないこと ⑤アスペクト接辞-tei-を接続しないこと 
自らの意志を表す動詞「やる」 
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そこで、前章の「やる」の働きの分類とともに、CEFR の Can-doの基準を用いた、初級 A1・A2、中
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 表 4：学習段階別「やる」のシラバス
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